




































【別紙様式 7】
課題番号 個 09-008

注:課題番号を記入してください。

平成21年度 学術研究助成金実績報告書

日本大学総長殿

氏 名

所属・資格

下記のとおり報告いたします。

1 種目|曜緋究{個人術ゆ/一般研究(共同附/総合研究

2 研究課題

現代ドイツにおける歴史意識の規範化と対抗的記憶形成の考察

3 研究目的

平成22年4月1日

/.二 ごみ

乱..Jt 基 ム血/

文理学部・教授

l注:該当する種目をOで囲んでください。

第二次世界大戦後のドイツにおける〈過去の克服〉をめぐる議論及びその政治的実践についてはしばしば

日本におけるそれと対比的に考察されるが，その多くは現象的側面での言及にとどまっている。本研究では，

ドイツにおける事例を近代思想史のなかに位置づけ，そして近年の政治文化の変動においてそれがどのよう

な変化をこうむっているかを探る。

4 研究概要

本研究では， ドイツにおける〈過去の克服)， (記憶の政治〉をめぐる文献資料を系統的に収集し，それを

分析検討してゆく作業が中心となる。文献資料については， 1985年以降，とりわけドイツ統一を経るのに伴

いおおきな変動をみた政治文化を検討するためのものに力点が置かれた。資料の分析検討については，研究

会発表及び論文の公刊によってその一端を公開している。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

来ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理白書を添付して下さい。
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基

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

1.資料収集

今回の学術助成金によって第一に行なわれたことは，関連文献資料の系統的な収集である。その内訳

は 1. ドイツにおける〈過去の克服〉の議論一般 2.記憶文化をめぐる理論的考察 3.主として

1990年代以降に活発になったドイツにおける記憶文化をめぐる議論，というおおきく 3つに分類でき

る。

1.においては， 1950年代以降主として西ドイツにおいてさまざまな議論が繰り広げられてきており文

献も移しく出されているが，今回は，研究計画に直接係わりのある， 1985年以降のものに力点が置かれ

た。ここには， 1986年の歴史家論争関連から， 1990年代半ばの Goldhagen論争， r国防軍の犯罪展J
をめぐる諸資料 (DVD-ROMなども含む)などがある。第二次大戦後ドイツにおける反ユダヤ主義を
めぐる文献も系統的に収集した。さらにまたこの枠組みのなかで， 1958年から 1982年に刊行され当時

の政治文化を検討する際にきわめて重要である雑誌"a1ternative“の全冊を揃えて購入することができ
た。その他，通常は社会科学及びジャーナリズムにおいてなされる議論に焦点が当てられがちだが，本

研究ではドイツ戦後文学のなかに浸透している心性をも対象としており，作家MartinWalserの発言と
それをめぐる一連の論争などについても広く資料を揃えられた。

2.では，まずごく一般的議論の水準においては，ニーチェ，フロイト，モーリス・アノレヴァクスなど

の所論が共通基盤とされているが，それらについての二次文献を充実させた。さらに，本研究はヴァル

ター・ベンヤミン研究の一環をもなしており，ベンヤミンの歴史哲学，記憶をめぐる議論についての二

次文献もこの枠内で系統的に集めた。さらに，とくに重点が置かれたのは，近年のドイツ語圏における

議論を追うことで， AleidaAssmann， JanAssmann， Astrid Erll， Harald Welzer，さらにアメリカの
James E. Youngらを中心とした近年の理論的深化を辿るべき諸文献が入手された。またドイツにおけ

る記憶文化と戦後文学との関連についての研究も多数あるため，それら二次文献の探索も積極的に進め

られた。

3.の関連では，ベルリンに設けられた諸施設・記念碑・警告碑をめぐる議論・論争についての資料を

極力網羅的に収集した。ダニエル・リペスキンド設計になるユダヤ博物館，ピーター・アイゼンマン設

計の「虐殺されたユダヤ人のための記念碑J，俗称「ホロコースト警告碑Jといった大がかりな公的事

業として行なわれた計画については大々的な論争がなされ，その資料も大量にのぼる。それらの他に，

シンティ，ロマや同性愛者に対するナチ時代の迫害をいかに公的記憶のなかで扱うかについての議論な

どが集められた。また， <芸術作品〉の装いのもとでなされている〈カウンター・モニュメント〉の数々，

クリスチャン・ボルタンスキーの「欠知した家J，ミヒャ・ウルマンの「図書館J，カール・ピーダーマ

ン/エーファ・ブツマンの「人のいない部屋J，グンター・デムニヒの「蹟きの石j計画などについて

も，当人たちの証言や計画をめぐる資料などを系統的に収集した。

こうした上記の諸文献資料は，今後数年間にわたる理論的考察の基盤をなすものとして重要な役割を

果たすことになる。

11.理論的検討

本研究はまだ緒についたばかりであるため，理論的考察も包括的・全体的な段階には到っていないものの，

上記資料を活用してそれなりの成果を挙げつつある。I.の項目に対応させて記述するなら， 1. <過去の克

服〉の言説の歴史的な確認 2.理論的考察 3.近年のドイツにおける政治文化における記憶の扱い

の具体的検証，というように表わせる白

1 .歴史的な確認作業においては， 1950年代， 60年代の察明期から， 1968年前後の政治的激動期を経

て， 70年代，そして 1985年の戦後40年を契機とした議論の流れをあらためて見直すとともに，とり
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基部学理文名校科部

研究結果(つづき)

わけ 80年代後半以降の， r想起の規範化jと呼ぴうる事態を検証した。さらに， 1990年のドイツ統ーと
併行して生じた〈政治文化〉の変動のなかで〈過去の克服〉の議論がどのように変化していったかにつ

いて追っていった。

2.理論的考察においては，とりわけヴアノレター・ベンヤミンに即したかたちでの検討がつづけられて

いる。その際に，ベンヤミンの歴史，記憶に関する考察にとどまらず，叙事形式としての〈物語〉につ

いての記述，さらにはモーリス・アルヴァクスの〈集合的記憶〉論やポール・リクーノレの所説をも参照

しつつ， (想起〉という行為における〈使役〉的側面をいかに理論かしてゆくか，また， <記憶の場〉を

介した集合的記憶における， <隠喰的〉なあり方と〈換喰的〉なあり方との対照，といった論点を抽出

した。これらは，今後より精激化されてゆくことになる。

3.の研究は，資料を揃える段階にとどまっており，今後の数年にわたって検討をつづけてゆくことに

なる。

III.実地検証
当初の研究計画においては，学術助成金によって2月ないし3月に 10日間ほどのドイツ出張を行ない， r警
告碑 {MahnmaI)Jについての実地調査，そしてこれを推進している諸国体などへの聞き取り調査を実施す

る予定を立てていた。しかし 2009年度は研究遂行者の初見基がドイツ文学科主任を務めているため，予定

していた時期に海外出張の可能な日程を組むことが不可能となり，これを断念せざるをえなかった。研究に

とってのおおきな誤算であり，今後の研究推進にとっても痛手ではあった。ただし， 2009年8月に海外語学

研修の引率者として一箇月間ベルリンに滞在した折り，引率任務のあいまのごくわずかな時間を用いて，各

種「警告碑jを訪問するとともに，いくつかの機関との接触も試み，実地調査の下準備を行なっているので，

次年度以降にこれを活かしてゆくことになる。

以上。

注:必要に応じて，このページをご使用ください。



【別紙様式 7】
課題番号 個 09・009

注:課題番号を記入してください。

平成21年度 学術研究助成金実績報告書

日本大学総長殿

氏 名 ~広道

所属・資格 文理学部・教授

下記のとおり報告いたします。

平成22年4月1日

，F正予私

鴇j

1 種目 |一世概姻人物白/一般研究供同附/総合概 |注:諒当する種目をOで回以ださい。

2 研究課題
「緊急地震速報Jの社会的機能と情報の適正化に関する調査研究

3 研究目的

f緊急地震速報j に関する人々の意識についての調査(アンケート)によって、「緊急地震速報Jに

関する一般の人々の評価や世論を把握して、この情報の社会的機能の特性を明らかにし、その上で、こ

の情報が本来の目的である「防災・減災jのために活用されるように導いていくための、言わば「情報

の適正化Jについて考究したいと思う。

4 研究概要

平成21年度において「緊急地震速報Jに関するアンケート調査を2回行った。 1回目は、平成21年8

月に発生し、「緊急地震速報Jも発表された「駿河湾の地震jに関する意識調査を静岡市の住民を対象に実施

し、 2回目は、平成22年3月に、『緊急地震速報Jをはじめとする災害情報や予・警報への評価等を、大都

市圏の若者を対象にアンケート調査を実施、それぞれを検討・考察した。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

・研究代表者

-研究分担者(役割分担)

業ホームページ等での公聞の(固・否} いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理白書を添付して下さい。
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[実績報告書7-2] 

1氏名:中森広道

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

本研究費をもとに、平成21年度に2回のアンケート調査を実施した。

(1) r駿河湾の地震jに関する意識調査 (r緊急地震速報Jの社会的機能と情報の適正化に関する調査)

①調査目的:平成21年8月 11日に発生した「駿河湾の地震Jについて、人々の対応・意識ならびに、

当日発表された「緊急地震速報Jに関する評価について調査を行ったo

②調査対象:静岡市内に居住する 20歳以上の男女300名程度。

静岡市の葵・駿河・清水の3区から、それぞれ100名を目標とした。

③調査方法:調査会社のモニターによるWEB(パネノレ)調査。

④調査期間:平成21年8月中旬から下旬。

⑤回答者(有効回答)数:367 

(2)都市に生活する若者の災害情報・災害対策に関する意識調査 (r緊急地震速報Jの社会的機能と情

報の適正化に関する調査研究)

①調査目的:大都市で生活をする若者の、「緊急地震速報Jをはじめとする災害情報や災害対策への意

識などについてアンケート調査を行ったo

②調査対象:東京23区 (100名)・名古屋市 (100名)・大阪市 (100名)に住む、 18歳から 29歳まで

の男女約 300名(なお、「一人暮らしJと「親と同居Jを、それぞれ半数になるように回答者を求

める)。

③調査方法:調査会社のモニターによるWEB(パネノレ)調査。

④調査期間:平成22年3月中旬。

⑤回答者(有効回答)数:300 



【別紙様式 7】
課題番号 個 09-010

注:課題番号を記入してください。

平成21年度学術研究助成金実績報告書

平成22年4月1日

日本大学総長殿

氏 名 菅野 岡リ
主
選

所属・資格 文理学部・准教授

下記のとおり報告いたします。

1 種目|一釧究姻人緋ゆ/一般研究(共同問/総合研究

2 研究課題
社会的ネットワークと生活格差についての実証的研究

|注:該当する種目をOで囲んでください。

3 研究目的

現代日本における社会的格差は、行政・民間・学術分野において近年大変に注目されており、収入や資産の

格差について研究が蓄積されている。他方で、経済的側面以外のライフチャンスにおける格差研究は、残念

ながらまだ十分とはいえない状況にある。本研究では、社会的ネットワークの視点を導入することで、経済

的側面以外の生活格差について分析を行う。

4 研究概要

社会階層と社会的ネットワークの視点から、地域ごとの生活格差について分析を行う。具体的には、吹田

市、世田谷区、桐生市における地域調査データを用いて、都市度、社会階層と、ネットワークや生活格差に

ついて分析を行った。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

-来ホームページ等での公開の (0可・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理白書を添付して下さい。
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|部科校名:文理学部 岡IJ

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

東京都世田谷区、大阪府吹田市、群馬県桐生市における郵送法による地域調査データを用いて、生活格差

について、地域の比較分析を行った。いずれのデータも、対象者は25才から 64才の男女であり、選挙人名

簿より等間隔抽出法によってサンプリング、を行っている。人口規模については、世田谷区は約 82万人、吹田

市は約 35万人、桐生市は約 13万人である。それぞれ都市規模、人口や職業の分布、産業構造において特長

が異なっており、分析結果を対照的に捉えることができる。

社会階層については、学歴、職業、世帯年収、個人年収、所有財産などを用いた。社会的ネットワークに

ついては、先行研究では、社会的・職業的資源へのアクセスを測定するポジション・ジェネレータ(PG)や情
緒的・経済的サポート等を提供しうる他者へのアクセスを測定するリソース・ジェネレータ(RG)がしばしば

用いられている。本研究においても、それらを用いるとともに、その他の様々なネットワーク指標について

も測定した。生活格差については、生活満足や階層帰属意識などの主観的側面をあらわす変数を用いた。

生活格差の分析において、いずれの地域においても、性別、年齢、学歴、世帯年収の効果の方向は一致し

ていたが、都市規模が大きい地域とそうでない地域とで、効果の大きさが異なっており、大都市ほど学歴や

世帯年収の効果が大きい傾向が見られた。他方、地域では性別や年齢などの変数の効果が大きい傾向が見ら

れた。また、社会的ネットワークが生活格差に与える影響についても、地域によって効果の大きさが若干異

なっていた。

一方で、同じ項目について、全国調査データを用いて分析を行うと、意外なことに都市度の効果について

はあまり明瞭には確認ができなかった。このことは、調査設計、調査方法など様々なことが原因であると恩

われるが、もう少し検討が必要と恩われる。また、地域調査における、都市度による効果については、より

多くの地域調査データを分析に含めることで、今後、さらに傾向が把握できると考えている。



【別紙様式 7】
課題番号 個 09-011

注:課題番号を記入してください。

平成21年度 学術研究助成金実績報告書

平成22年4月1日

日本大学総長殿

氏 名 小野雅章 議参
所属・資格 文理学部・教授

下記のとおり報告いたします。

1 種目|也附t個人緋ゆ/一般概供同捌/総合研究 |注:脳する種目的咽んでください。

2 研究課題

近代日本の学校事件・事故に関する基礎的研究一基礎資料の調査・収集を中心に一

3 研究目的
学級崩壊、いじめ等教育病理と称される事象が、教育界の問題として大きく取り上げられ、議論の対象と

なっている。その議論の過程で気になるのが、これらの教育病理が、さも現代特有の教育問題であり、その

要因が現在の教員の指導力や教育行政の責任に帰される傾向にあることである。だとすれば、現在の教員や

教育行政のあり方に改革を加えれば、事が済むわけであるが、事実はそうではない。

本研究は、学校病理現象として日本近代教育史上に現れた学校事件・事故に関する基礎資料を博捜し、こ

の教育病理と称される現象が、実は近代日本の教育制度が成立してまもなく現れ、 1900年代から 30年代を

通して、学校管理上の大きな問題であったことを明らかにすることを目的としている。

4 研究概要

上述の研究目的を達成するために、本研究の概要は、戦前の学校事件・事故にかかわる、公文書、新聞記

事、雑誌記事・論文、さらには著書などの基本史料を可能な限り収集し、史料整理を行うことによって、こ

うした教育病理ともいえる現象の戦前の状況を実証的に把握する、というものである。

こうした事実を明らかにすることで、戦前日本で学校事件・事故として扱われた多くの事象が、現在の教

育病理と同一の現象であること、そしてこれらの現象は、戦前から何処の学校でも発生する可能性のあるも

のであり、その発生の要因は、近代学校の性質そのもののなかにあることを掲示したい。そして、こうした

教育病理の解決には、単なる教員や教育行政、あるいは教育カウンセラーの導入という、対処療法的な学校

改革では済まされず、近代学校そのものの性質に論及した改革が必要なことを明らかにしたと考えているロ

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者小野雅章(文理学部)

-研究分担者(役割分担)

※ホームページ等での公開の(団否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理白書を添付して下さい。
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1氏名:小野雅章

6 研究結果(総合研究の研究代表者は 4.000字以上記入してください。)

1.先行研究の収集と批判的検討

本研究課題に直接関係する先行研究としては、以下の7編の著作及び論文をあげることができる。

①学校事故防止研究会編『学校事故・実話・事例・対策集~ 1936年。

②河野通保『学校事件の教育的法律的実際研究』上下、文化書房、 1933年・ 1934年。

③寺椅昌男「明治学校史のー断面一一学校紛擾をめぐってJr日本の教育史学』第 14集、講談社。
④平田宗史『教育汚職』渓水社、 1981年。

⑤佐藤秀夫 rxn 学校紛擾の史的考察J佐藤秀夫著・小野雅章他編『教育の文化史2 学校の文化』阿昨
社、 2005年。

⑥小野雅章 r1920--30年にかけての学校事件・事故史研究素描一一学校紛擾の展開を中心にJ日本大学教育

制度研究所『教育制度研究紀要』第39集、 2008年3月o

⑦小野雅章 r1932年新潟県教育疑獄事件の顛末と世論(その 1)一一事件摘発の経緯と当局の対応を中心に

して」日本大学教育制度研究所『教育制度研究紀要』第40集、 2009年 3月ロ

この中で、①②は、戦前の著作である。書名は学校事件と称しているが、その内容は、教員の犯罪、学校

紛援、教育汚職、児童・生徒の非行など、現在の教育病理の事例紹介とその対処法について論じたものであ

る。これらは、先行研究であるとともに、 1930年代当時においても、現在でいうところの「教育病理jが大

きな問題となっていたことを物語っているといえるだろう。

さて、戦後に発表された先行研究について批判的に検討すると、以下のことが指摘できる。まず、③⑤で

あるが、これらは厳密な史料批判のうえに、近代学校の基本的な性質や機能の中に教育病理が生まれ出る必

然があることを想起させる先駆的業績であるが、考察の中心は明治期であり、 1910年代から 30年代の状況が

等閑視されている。また、④は、教育汚職に限定して考察したものである。その考察範囲は、 1930年代に及

ぶものであり、興味深い事実も掘り起こしているが、依拠する史料が府県教育史の概説にとどまっており、

教育汚職の実態に迫るまでには至っていない恨みが残る。そして、⑥は、③と⑤の研究成果を継承しつつ、

その考察を 1910年代から 30年代へと考察の幅を広げようとしたものである。教育史における 1920年代以降

は、入試競争の激化や教育格差の顕在化など、現在に共通する教育問題が多発した。こうした時期の学校紛

擾についての概観を行ったものであるが、ひとつひとつの事例を丹念に扱ったわけではなく、事実の掘り起

こしに深まりが無い。また、⑦は教育疑獄に焦点を当てた事例研究であるが、そのほかの類似した事件との

共通性などについての考察に欠けているo

このように、学校事件・事故に関する研究は皆無ではないけれども、その全体像を把握するための史料の

調査を主目的とする研究は見当たらない。本研究は、こうした先行研究の状況を克服し、基礎資料の調査・

収集を主にしながら、その成果を基にして研究成果を公表することに務めた。

2.具体的な研究の過程

学校事件・事故史は、学校現場を舞台に起こるものである。したがって、この研究は、学校史研究の一環

と位置づけることができる。本来ならば、各学校が編纂した学校沿革史の調査から開始することになろう。

しかし、学校事件・事故という学校側からすると「不名誉jな事柄であり、こうした事実への詳細な記載は、

ほとんどの学校沿革史で見られない。そのため、学校事件・事故について実証的な研究を行う際には、①各

都道府県の公文書館に保存されている学校関係の公文書から学校事件・事故の関係書類を抽出すること、②

新聞・雑誌による学校事件・事故に関する報道や論説を収集する、③各府県教育史の記述から、学校事件・

事故に関する記載や史料を抽出する、④戦前に刊行された図書のなかから、学校事件・事故に関するものを

抽出して、その内容を検討しつつ、それに関連する新聞報道や雑誌論説を見つけ出す、という作業が必要不

可欠になる。これらのそれぞれについて、本年度に実施した状況について、その概要を記したいと思う。
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1 ~q;: 小野雅章

研究結果(つづき)

1 )行政文書にみられる学校事件・事故関係の資料の調査・収集

宮崎県文書センター所蔵の「宮崎県庁文書J、群馬県公文書館所蔵の「群馬県庁文書J、その他、愛知県公

文書館、大阪府公文書館所蔵文書の調査も行った。公文書の中に収められている学校事件・事故関係の文書

は決して多いと言えないが、 f宮崎県庁文書jの中からは、明治 30年代に発生した、県立宮崎中学校の紛擾

事件に関する、学校側の件に対する報告書、当時の新聞の切り抜きからなる簿冊を発見することができた。

その他、関連資料についてもいくつかの成果を得ることができた。

2)新聞・雑誌による学校事件・事故に関する報道や論説の調査・収集

中央紙については、記事のデータベース化が進んでおり、キーワード設定により多く記事を確認し、資料

として収集することができた。調査対象として中央紙は『朝日新聞~ (東京朝日新聞)、『毎日新聞~ (東京日

日新聞)、『読売新聞』である。また、地方紙についても調査を行った。データベース化できていないものは、

先行研究①②などをもとにしながら、大体の白星をつけて各都道府県立図書館にて地方紙のマイクロフィル

ム・縮刷版などで資料の調査・収集を行ったo 調査機関は、北海道立図書館、札幌市中央図書館、秋田県立

図書館、群馬県立図書館、長野県立図書館、愛知県立図書館、岡山県立図書館などである。具体的な地方紙

は、『中日新聞~r信濃毎日新開~r上毛新聞~ r北海道新聞~r秋田魁新聞~r山陽新聞~r京都新聞』等である。
調査方法は、 1920年代から 30年代の著作、とくに先行研究①②のなかからキーワードを選び、それに該当

する記事を収集し、データ化した。

3)府県教育史からの学校事件・事故関係の記述の抽出

府県教育史についても、国立国会図書館や国立教育政策研究所附属図書館、さらには文理学部図書館所蔵

の府県教育史について、可能な限りの調査を行ったo その結果、学校沿革史と同様に、学校事件・事故につ

いて、詳細な記述を行っているものは、極めて少ないことが判明した。そのなかで、『長野県教育史』で、 1930

年代に長野県諏訪郡下で発生した、御真影盗難事件とその背後にある教員人事問題や、学校の隠匿体質など

に関する資料を収集したのは収穫であった。

4)戦前に刊行された学校事件・事故関係の図書を調査・収集

先行研究①②は、 1920年代から 30年代の学校事件・事故を考察するうえでの重要な先行研究であるとと

もに、資料でもあるロこれらの記述については先行研究の批判的検討とともに、事件・事故内容の把握にも

努めた。そのほかに、国会図書館所蔵の相馬喜作編『教育界ニ起リタル裁判トソノ判決.n(判決調査会、 1929
年)、荒野七重著『教育事件と其の裁判』東京叢林書房、 1936年)、を検討した。前者は、教員の女性に対す

る狼察事件や教員人事の不正、あるいは、公金横領に関する裁判記録であり、 1910年代から 20年代の教育

事件・事故の状況の把握ができた。そして、後者は、 1930年代に多発した、教育界の賄賂、つまりは汚職事

件について扱ったものである。新潟県下の教員人事を発端とする疑獄事件が世論からの批判を受けたのは、

1932年のことであったが、これに類する事件は、その後も、東京・大阪・京都・名古屋・岡山・水戸(茨城)・

福岡・青森へと波及した。これらの事件の概要についても把復することができた。

3.今後の課題

今回の研究で、上述のような成果を得ることができた。調査・収集した史料については、整理した上で目

録化を済ませている。今後は、来年度中にこれら調査・収集し、整理を終えた史料群を用いて、本研究の成

果を論文化して、これを公刊して、その成果を世に聞いたいと考えている。

以上

注:必要に応じて，このページをご使用ください。
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平成21年度 学術研究助成金実績報告書

平成22年4月1日

日本大学総長殿

氏 名 坂本真士 ⑧ 
所属・資格 文理学部・教授

下記のとおり報告いたします。

1 種目 |程術究(個人術ゆ/一般概供同捌/総合研究 |注:銭当する種目をOで囲んでくだ飢

2 研究課題

自殺報道のあり方を検討するための実験社会心理学的研究:自殺方法と美化の報道に注目して

3 研究目的
自殺報道がその後の自殺行動を惹起する現象は古くから指摘されてきた。筆者は自殺を報じた架空の新聞

記事を作成し、大学生を対象とした質問紙実験によって、自殺促進的あるいは抑制的な記事の性質について

検討したが(坂本， 2008)、この研究では記事の読み手に関する要因は考慮に入れなかった。しかし、自殺に

関わる個人差が多数報告されていることから、本研究では新聞による、回帰木を用いたデータアンダーマイ

ニングによって、自殺報道(特に方法や美化)の影響に関する個人差について検討した。

4 研究概要
研究参加者は大学生 384名であった。質問紙は、①フェイスシート、②架空の自殺を報じた2種類の新聞

記事を用いた、自殺に対する意識を問う質問、③自殺リスクに関連する個人差を測定する質問紙から成って

いた。③は衝動性 10項目、敵意7項目および言語性攻撃5項目、自殺黙認 11項目、抑うつ 20項目、自殺念

慮およびストレスイベント(各1項目)から成っていた。実施はすべて授業内で行い、無記名で回答を求め
た。回収後には調査内容を説明し、自殺予防に向けた講義を行った。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

・研究代表者

-研究分担者(役割分担)

来ホームページ等での公聞の愈否〉 い加、をOで回収〈だ机否の場飢
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1氏名:坂本真士

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

各従属変数と関連する個人内要因を探索的に検討するため、データマイニングの手法である回帰木を行っ

た。分析ソフトにはweka、アルゴリズムにはREPTreeを使用した。

研究参加者は、 2つの記事にそれぞれを読んで、自殺に対する意識を問う質問をされた(例:rこの人物は
自殺したことによって救われたと思いますかJrこの人物と重なるものを感じますか(同一視)Jrこの人物と
閉じ状況になったら、自殺を考えますか(企図可能性)J)oこれらの各質問に対し、 5段階 (1:全くそう恩

わない""'5:非常にそう思う)で回答したが、対応する質問項目の回答聞に高い相闘が認められたため (r=.75

""'.84， mean r竺80)、2つの記事を項目ごとに合計点を作成し、指標とした。得点幅は2点から 10点である。
個人差変数に関して、十分な内的一貫性が確認されたので (a11αs> . 71)、逆転項目の得点を逆転させ
た後、合計点を作成した。

回帰木を行った結果、自殺念慮、敵意と言語性攻撃が比較的共通して影響を与えていた(図 1、2に同一

視、自殺企図可能性の項目に対する回帰木分析の結果を示した)。すなわち、自殺念慮が高い場合には自殺に

傾く反応(例:自殺によって救われたと思いやすい、自分と自殺者とに重なるものがあると感じやすい、自

分がそのような状況になったら自殺を考えるかもしれないと回答しやすい、など)が出やすく、敵意が高く

かっ言語性攻撃が低い場合にも、自殺に傾く反応が出やすかった。

本研究の結果、自殺報道の悪影響が出やすい特性があることが示された。自殺報道においては、このよう

な特性を有する人が自殺報道の悪影響を受けやすいことに留意し、たとえば、自殺念慮が高い人やいじめな

どのストレスにうまく対処できない人たちに対する自殺予防的なメッセージを付加する必要があるだろう。

図1 同一視の項目に対する回帰木の結果

数値はそのように回答した場合の予測される評定値を表す。得点が高いほど、同一視の程度が高い。自殺念

慮が中程度以上 (3，4)の人や、自殺念慮が低 (1)でも、敵意が高く言語攻撃が低い人は、同一視が比較的

高かった。
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研究結果(つづき)

図2 企図可能性の項目に対する回帰木の結果

数値はそのように回答した場合の予測される評定値を表す。得点が高いほど、企図可能性の程度が高い。自

殺念慮が高い人(4)や、言語性攻撃が低い人は、比較的企図可能性を高く見積もっていた。

注:必要に応じて，このページをご使用ください。
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平成21年度 学術研究助成金実績報告書

平成22年4月1日

日本大学総長殿

氏 名 藁谷萱也 遺言
所属・資格 文理学部・教授

下記のとおり報告いたします.

1 種目 I~側個人物由/寸鰍(共同捌/総合問 |注:該当する種目をOで囲んでください

2 研究課題

アンコール遺跡を構成する石材の風化速度と風化環境に関する研究

3 研究目的

アンコール遺跡は寺院，澗堂，大伽藍などからなる古代カンボジア王国の旧都ヤショダラプラおよびその

周辺の遺跡群で構成され， 1992年に世界遺産(聞ESCO)に指定された.遺跡の建築にはおもに煉瓦と遺跡周

囲の丘陵地から採取された砂岩・ラテライトなどが使用された.しかし，遺跡は 13世紀末頃には放棄され，

その後クメール・ルージュによる政治的不安定も加わって，自然進行的劣化や人為的破壊が急激に進んだ.

このため，現在各国による遺跡の保存修復作業が行われている.本研究では，アンコール遺跡の保存・修復

計画の応用地形学的根拠として，遺跡の置かれた微気候環境と石材の風化形態および風化速度を明らかにし，

石材の風化過程を解明することを目的とする.

4 研究概要

本研究では，アンコール遺跡のうち，建築年代が明らかにされている 18遺跡を対象に調査を進めた.調査

では，これら遺跡の砂岩プロックで構成される部材に見られる凹みの深さを測定した.また，原位置で放射

温度，帯磁率，水分量および反発強度を測定した.そして，凹みの深さと建築年代との関係から，風化によ

る剥離速度を推定した.また，凹み深さを岩石物性との関係から定量的に把握するため，反発強度や凹みの

高さなどを変数とした関係式を求めた.その結果，砂岩の風化速度は 11-94mmlkaであること，砂岩部材
のある高さに発達した剥離深は，砂岩ブロック個々の風化抵抗性と遺跡建築後の経過年数とによって説明で

きることがわかった.

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

滋ホームページ等での公開の@・否) いずれかをOで囲んでください駒場合は.理由書を添付して下さい
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|氏名:藁谷哲也

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください.) 

1)研究対象遺跡と研究方法

研究対象とした遺跡は，シェムリアップの周辺に位置する.対象とした遺跡の建築年代は，建築様式や碑

文解読などをもとにした研究によって， AD879年一AD約 1200年の聞に建設されたことがわかっている.

遺跡にはプノンクーレンから採石された灰色砂岩がおもに用いられており，これは細粒な石英，斜長石，カ

リ長石粒などから構成される.この砂岩の空隙率は， 13%程度となっている.

遺跡を構成する柱， ドア枠，窓枠などの砂岩部材の基部には，剥離による凹みの発達が認められる.この

凹みの深さは，凹み最深部からの高さに応じておおむね浅くなっている.また，凹み表面では剥離作用が認

められ，ところによって厚さ 5mmまでの剥離片を直下に伴っている.そこで，風化による砂岩ブロックの

後退速度を求めるため，柱， ドア枠，窓枠などの砂岩部材の基部で凹み深さを測定した.この深さは，凹み

の最深部と碑文やレリーフが彫られたオリジナル面との距離をノギスで測定した.

砂岩プロックの強度は，劣化に対する最も重要な指標のひとつである.しかしながら，強度測定は，対象

が文化財であることから非破壊でお行なわなければならない.そこで，砂岩プロック表面における強度は，

衝撃力の小さいL型シュミットハンマーを用いて測定した.この反発値は，測定した凹みを対象に 1箇所

を繰り返し打撃して求めた反発値 (Rdと表面の多点を打撃した反発値(.&)の2種類について測定した.
2)砂岩プロックの風化速度

測定された凹み深さのうち，最大深度を最大後退深(1ん，cm)としたところそれぞれの凹みのDm邸は， 0.9 

-10cmの範囲をとり，遺跡建築後の経過年数を基に求めた風化速度は 11-94mmlkaであった.そして，凹

みの最大後退深度はより経過年数の大きい遺跡の砂岩プロックほど，大きいことがわかった.

Andre (2006)によると，アンコール遺跡の風化は， 1)壁面，基壇および浅彫りのレリーフにおいて 5.2

-12.0mmlka， 2 )柱の基部，窓枠，彫像など毛管による水分の吸い上げが生じる可能性がある部分で 4.4

-55.2mmlkaと報告している.本研究の凹み深さは，砂岩部材の基部で測定されたので， 11-94mmlkaの

後退速度はAndre(2006)による後者の速度にほぼ対応していると考えられる.

3)凹みの最大後退深度の定量的把握

先述した2種類のシュミットハンマー反発値は，それぞれ砂岩プロック内部の新鮮な反発強度(Ri)と風化し

た表面の反発強度(ぬ)を示すと考えられる.そこで，これらの反発強度を基に次式から風化係数(防Qを計算
した.この腕は砂岩プロックの風化しやすさを示すものと考えられる.

腕 =(Rf一品川島 (1) 

ところで， Dm邸の値は同様の経過年数の遺跡であっても幅を持つことを示している.そこで， Dm蹴を既

(<0.1， 0.2， 0.3， >0.4)によって分類すると，Dm躍は遺跡の経過年数(t，yr)に対して比較的明陳な比例関係にあ
ることが示される.そこで，次式が成り立っていると考える.

Dmu=a 00 
ここで Cは直線の傾きをあらわす比例定数である.直線の傾き(οは腕が増加するほど暫時大きくなる傾向
が認められ， 腕が増すにつれて，Cの値は次式のように僧加している.

C= 0.0125 wc (3) 

このことは，Dm部が tだけでなく腕にも依存していることを示している.

ところで，海水飛沫帯における橋脚砂岩塊のくぼみ深さを定量的に把握した研究では，くぼみ深さは平均

満潮位からの高さ，エコーチップによる反発硬度および時間の関数としてあらわされるという.このうち，

砂岩塊に作られたくぼみの深さは，平均満潮位からの高さに反比例し，両者は指数関数形で示される.本研

究では，凹みは砂岩プロックの基部に形成され，その深さは高さとともに減少している.このため，凹みの

最大深(Dmax) は，最大深の高さを基準面とした鉛直高さ (h.mm)に反比例すると考えられる.両者の関

係を指数関数形と仮定すると， (2)式は次のようにあらわすことができる.

Dmsx= Cre-h (4) 

すなわち，(3)式と (4)式からDm蹴は次のような関数で表せる.

Dmu = 0.0125 Wcre-h (5) 

この式から求められるDmax~ Dcal (mm，戸)として，実測値Dmuとの関係を調べると，両者には若干のばら

つきは認められるが，全体的には良く対応している.このため， (5)式によってある程度の精度でDm邸が推

定できることがわかる.すなわち，砂岩部材のある高さに発達した剥離深は，砂岩ブロック個々の風化抵抗

性と遺跡建築後の経過年数とによってある程度説明できることを示す.
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日本大学総長殿

氏 名

所属・資格

下記のとおり報告いたします。

1 種目|唱側個人相t/一般研究供同附/総合開

2 研究課題
進化論に基づくフラクタルの構成とそのゆらぎ解析

3 研究目的

平成22年4月1日

鈴丞 理 ⑧ 
文理学部・教授

|注:骸当する種目をOで囲んでください。

生物進化に基づくフラクタノレの構成法を提案し、構成されたフラクタル上の解析を用いてそのゆらぎ解析を

行う。基本的な問題はこのゆらぎがペき則条件を満たすかどうかにある。どのようにしてこの二つの現象を

区別するかについての数理は存在していない。本研究においてはこの両者を区別する数理モデルを構成する

ことにある。

4 研究概要

次の2種類のモデルを考える。
(1)チョムスキー文の作るフラクタノレ:我々はこの分布則を完全にきめることが出来た。本質的には指数ペき

の分布をもつが、文章の数が少数の部分ではベき分布に近いものであることが分かったo 結論的にはチョム

スキー文章の生成はかなり数理的に統制されたものであるといえる。

(2)DNAにみられるコト解析法に基づくフラクタル:二つのグループを考え、一定の条件を満たすときペアを

生成しそのグループから除かれるとする。シャツフノレの後同じ条件でベアをつくるものとする。本年度にお

いてはペアを作れなかった要素の分布を考える。この分布を与えるシュミレーターの構成がなされた。今後

はこれに基づき、実際にこの分布がべき則をもつかどうかを考察することが望まれる。

最後にこれらのこつのモデルから指数ペき則とペき則の聞がどのように補間されるかを考察した。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

策ホームページ等での公闘の@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は.理白書を添付して下さい。
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6 研究結果(総合研究の研究代表者はt 4tOOO字以上記入してください。)

生物進化に基づくフラクタルの構成法を提案し、構成されたフラクタノレ上の解析を用意してそのゆらぎ解析

を行う。基本的な問題はこのゆらぎがペき則条件を満たすかどうかにある。物理現象から得られる分布は指

数べき条件を満たし、生物現象・心理現象に関係する現象に付随する分布はべき則条件を満たしている。例

えば、これらの現象はさまざまなところに見出される。例えば、 DNAレベルにおいては転写因子の統制する発
現因子の分布はペき則に従うことが分かっている。ペき則ゆらぎの現象は日常生活にも見られる。音楽の波

形解析には名曲の条件としての l/f-ゆらぎは有名である。文章に見られる単語の長さに関する頻度数の分布

は l/f-ゆらぎを示しておりこれはジップの法則としてよく知られている。どのようにしてこの二つの現象を

区別するかについての数理は存在していない。本研究においてはこの両者を区別する数理モデノレを構成する

ことにある。

次の2種類のモデルを考える。
(1)チョムスキー文の作るフラクタル:このフラクタルは微生物であるラムダ・ファージの増殖にみられる

進化と密接に関係するフラクタノレである。生成規則はきわめて明快であり、従来の自己相似を基盤とす

るフラクタノレとは性格を異にするものである。我々はこの分布則を完全に決定することが出来た。本質

的には指数ペきの分布をもつが、個体数の小さい部分ではベき分布に近いものであることが分かった白

結論的にはチョムスキー文章の生成はかなり数理的に統制されたものであると言える。

(2) DNAにみられるコト解析法に基づくフラクタJレ:DNAは4種類の核酸からなる配列である。この中から決
められた配列を見出すことは現在バイオインフォーマティクックスの中心課題のひとつである。これを

モデル化した自称 fネノレトンモデノレJを考える。これは二つのグループを考え、一定の条件を満たすと

きペアを生成しそのグループから除かれるo シャツフルの後同じ条件でベアをつくる。この操作を繰り

返すことによりペアをつくらずに残された要素の分布を調べるとペき則になることが予想されている。

このモデルは DNAの配列の複雑さを判定するために開発されたのであるが、この数理構造は未知と言え
る。本年度においてはこの分布を調べるべく分布生成のシュミレーターの構成がなされた。

今後はこれに基づき、実際にペき則をもつかどうかを考察することが望まれる。

最後にこれらのこつのモデルから指数ペき則とペき則の聞がどのように補間されるかを考察した。

以上の研究の成果は o.suzu阻 (2009).Recent developments on the theory ofiteration dynamical 
systems on the plane lattice. 18-th International Conference on the Applications of Computer 
Science and Mathematics in Architecture and α'vi1 Engineerin，ιK. Gurlebeck and C. 
Konke (eds.)， Weimar， Germany， 2009 aSSN 1611・4085)において発表された。.
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平成22年4月1日

日本大学総長殿

氏 名 岡田宏成 ⑮ 
所属・資格 東北学院大学・工学部・准教授

下記のとおり報告いたします。

1 種目 |寸酬究(個人緋ゆ/一般研究(共同欄 /総合研究 |注:該当する種目的で囲んでください。

2 研究課題
超高圧低温環境下におけるオキシニクタイド超伝導の圧力効果に関する研究

3 研究目的

本研究の目的は、新奇高温超伝導体として発見された鉄系超伝導体について、超高圧低温環境下での精密

物性測定を行い、超伝導転移の圧力依存性を系統的に調査し、さらに粉末 X線回折法を用いた結品構造パラ

メータの圧力依存性を明確にすることで、超伝導転移温度と結品構造ノ号ラメータとの相関を明らかにするこ

とである。

4 研究概要

鉄系超伝導体として最初に発見されたLaFeAs01_xFxについて、高圧低温下における粉末X線回折実験を行い、

圧力の印加に伴う結品構造の変化を調査する。また、 LaFeAs01_xFxと同じ結品構造をとる Ca(Fe1-xCox) AsFにつ

いて、超高圧下における超伝導転移温度の圧力依存性を系統的に調査する。さらに、鉄系超伝導体の中で最

もシンプルな結品構造をとる Fe(Se1-xTex)についても同様に超伝導転移温度の圧力依存性を調査するロこれに

より、超伝導転移温度と結晶構造パラメータとの相関を検討すると共に、物質問における超伝導転移温度の

圧力依存性を比較する。加えて、超高圧低温環境下における精密物性測定を実現するために、高圧発生技術、

精密測定技術の開発・改良を行う。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

-来ホームページ等での公開の(@・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は，理白書を添付して下さい。
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6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

本研究を遂行するために、まず高圧低温環境下での精密物性測定装置の開発を行ったo 既存のガラスデュ

ワーにて Heポンピングによる1.3Kの低温を実現するため、ガラスデ、ュワーのシール性を向上させた。さら

に、圧力セルをガラスデ、ユワーに挿入するためのプロープを新たに作製した。プロープからの熱流入を防ぐ

ため、シールド線を極細銅線に変更し、プローブの胴体である sus管の内部に導線を通すことでシールド効
果を持たせた。これらの開発、改良により、1.3Kまでの低温を安定して実現することが可能となり、ダイヤ

モンドアンピルセルを用いた場合 30GPa、1.3Kの高圧低温環境下での物性測定が行えるようになった。また、

作製したプローブでは、ピストンシリンダー型圧力セルやダイヤモンドアンピルセルなど、各種の圧力セノレ

を装着できるだけでなく、常圧下では最大 8個までのサンプルを同時に測定で、き、さらに、電気抵抗測定だ

けでなく、交流磁化率測定を行える。このように、作製したプロープは、それ一つで多数の測定が可能であ

り、測定の効率化に成功した。また、測定回路内の各所にノイズ対策を施し、測定プログラムを独自に開発

することで、 10-6gの抵抗も容易に測定でき、高精度化にも成功した。ダイヤモンドアンピルセルを用いた圧

力発生技術の開発においては、発生圧力を再現性よく 30GPa以上にする試みは未だ成功していないが、電極

材に金箔を用いることにより、高精度な電気抵抗測定の妨げとなる接触抵抗を 1""'2桁低下させるに成功し、

金箔を用いた場合でも、再現よく 30GPaまでの圧力を発生させ電気抵抗を精度よく測定することが可能とな

った。この測定装置を使用して、以下の測定を行った。

“1111"型鉄系超伝導体 Ca(Fe1-XCox) AsFは、鉄系超伝導体として最初に発見された LaFeAs01_xFxと同じ結

品構造をもっ[1，2]。母物質 CaFeAsFは 120K付近に構造相転移と反強磁性転移を示し、この点においても

LaFeAsOと同様な特性をもっ。また、 Feの一部を Coで置換することで、形式上電子ドープとなり超伝導が出

現することも、 LaFeAsOの Oの一部を Fで置換した時と同様な特性である。このように、 Ca(Fe1-XCoX) AsFは

LaFeAs01_xFxと類似した物性を示すことから、その圧力効果を系統的に調べ、 LaFeAsOI_XFxの圧力効果と比較し

た。母物質 CaFeAsFに圧力を印加すると、構造相転移・反強磁性転移に伴う抵抗異常は抑制され低温側にシ

フトする。 5GPaでは、その抵抗異常は消失し観測されなくなるが、その消失は圧力に対して不連続であるこ

とから、臨界圧力 5GPa付近で一次転移的に構造相転移・反強磁性転移が消失したものと考えられる。この抵

抗異常が消失する 5GPa以上では、低温で急激に抵抗が消失しゼロ抵抗を観測した。これにより、 CaFeAsFは

5GPaで圧力誘起超伝導転移を示すことが明らかとなった[3]。この圧力誘起超伝導は、常圧下で示す構造相転

移と反強磁性転移が消失したことによって誘起されたものと考えられる。また、 CaFeAsFの圧力誘起超伝導転

移温度は 29Kであり、LaFeAsOの圧力誘起超伝導転移温度 21Kを大きく上回っている [4]。この結果は、CaFeAsF

の方が LaFeAsOよりも、高温超伝導を目指す上で有利な物質であることを示唆している。

CaFeAsFにCoを置換し、常圧下で、超伝導転移を示すサンプルにおいて、圧力を印加すると、 1GPa以下の低

圧領域では、いずれの組成においても超伝導転移温度の上昇を確認したが、その上昇は 1K以下と非常に小さ

く、さらなる圧力の印加によって超伝導転移は低下した[3]。この圧力効果は LaFeAs01_xFxの圧力効果とは明

らかに異なっている。 LaFeAs01_xFxの場合では、圧力による非常に大きな超伝導転移温度の上昇を示すだけで

なく、 F濃度が高く超伝導転移混度が低下する組成において、圧力による最も大きな超伝導転移温度の上昇を

示す。一方で、 Ca(Fe1-XCox) AsFの場合は、圧力効果そのものもは以下の上昇と小さい上に、 Co濃度が増すに

つれ、圧力による超伝導転移温度の上昇は小さくなる。母物質は共に圧力誘起超伝導を示すものの、同一の

結品構造をもっ電子ドープによる超伝導でありながら、元素置換した場合は組成によって圧力効果は全く逆

の結果を示した。これは、元素置換する元素位置に関連していると考えられる。 LaFeAs01_xFxでは、超伝導層

ではない LaO層の元素置換であるが、 Ca(Fe1-XCo) AsFでは、超伝導を担っている FeAs層を元素置換している。

そのため、伝導層に元素置換による結晶の乱れが生じ、それが散乱源となって超伝導を抑制する方向に働い

ているのではないかと推測される。実際、常圧下の超伝導転移温度も、 Ca(Fe1-XCo) AsFの方が低く、また電

気抵抗率の温
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研究結果(つづき)

現在発見されている鉄系超伝導体の中で、最もシンプルな結品構造をもち、最も圧力に敏感である"11" 

型鉄系超伝導体FeSeの関連物質である Fe(Se1-xTex)の圧力効果を系統的に調査した。この系では、 FeTeを除

き超伝導転移を示す。これらの超伝導転移は、Fe(Seo. 5TeO. 5)では2.5GPaで 14Kから 26Kと大きな上昇を示す。

しかしながら、 Te濃度の高いFe (SeO. 25 Teo. 75)では、超伝導転移は0.5GPaでわずかに上昇するものの、それ以

上では超伝導転移は単調に低下した。また、さらに Te濃度の高いFe(SeO. 2TeO.8)では lGPaまで超伝導転移は

圧力変化を示さず、それ以上で低下した。 Fe(Seo.1Teo.9)においては、超伝導転移は低下するのみで lGPa以上

では超伝導転移が観測されなくなった。このように、 Fe(Se1-xTりでは、庄カにより超伝導転移は上昇するも

のの、Te濃度によって超伝導転移の正の圧力効果は抑制されることがわかった。鉄系超伝導体の転移温度は、

プニクトゲンもしくはカルコゲンの Fe面からの高さに大きく影響すると考えられている[5Jo このような結

晶構造パラメータが Fe(Se1-xTe)の超伝導転移の圧力効果に起因していると考えられる。一方、 Fe(Seo.5TeO.5) 

の高圧低温X線回折の結果では、超伝導転移が低下を示す3GPa以上では斜方晶から単斜晶へと変化すること

が報告されている。この結果を考慮すると、斜方晶では超伝導転移は圧力より上昇するが、単斜晶では低下

することになる。従って、本研究の結果とあわせると、 Te濃度の増加によって単斜晶をとる高圧相が低圧側

にシフトすることで、その超伝導転移の圧力効果を抑制していると考えられる。実際に、常圧下での低温 X

線回折実験によって、 FeTeは低温で単斜品を示すことが報告されている。逆に言えば、単斜晶をとる高圧相

の出現を抑えることによって、高圧下でさらに高い超伝導転移を実現することができるのではないかと考え

られる。

常圧低温下で単斜晶へと転移する FeTeは、単斜晶への構造相転移は同時に反強磁性転移も誘発するため、

超伝導転移を示さないロ圧力の印加により、構造相転移・反強磁性転移はわずかに抑制されるが、完全に消

失する前に、新たな抵抗異常が複数観測された[6]。抵抗測定で見られた複数の抵抗異常を示す温度では、磁

化測定においても異常が見られ、圧力誘起相転移を示していると考えられる。これらの抵抗異常を温度一圧

力相図にまとめると、 1........2GPa、60K以下で一番目の高圧相が現れ、 2GPa以上で2番目の高圧相が出現してい

ると考えられる。 2番目の高圧相が出現すると恩われる温度は 10GPa以上では室温以上になっていることが、

ダイヤモンドアンピルセルを用いた測定によって明らかとなった。 2つの高圧相の出現に関しては、その原

因は明らかとなっていないが、"11"型が構造不安定性をもっていることを考えると、構造相転移に起因し

ていると考えられる。また、磁化測定においても異常がみられることから磁気転移も関連していると考えら

れる。 20GPaまでの測定を行ったが、圧力誘起超伝導転移は観測されなかった。この結果も、高圧における

相転移が超伝導の出現を抑制しているものと考えられる。

鉄系超伝導体の超伝導転移温度と構造パラメータの相関を調べるために、 LaFeAsOの高圧低温粉末 X線回

折実験をSPring-8のBLI0UXにて行った。LaFeAsOは常圧下で正方晶から斜方品への構造相転移を示し、10GPa

付近で圧力誘起超伝導転移を示す。 X線回折実験により、正方晶から斜方晶への構造相転移は、圧力により

抑制され、 10GPa以上では低温でも正方晶を維持していることがわかった。この結果は、圧力誘起超伝導の

出現と関連しており、構造相転移が消失し、低温でも正方晶を維持することができる圧力下で超伝導転移を

示すと考えられる。つまり、正方晶であるほうが超伝導には有利であるといえるロこのように、鉄系超伝導

の母物質が示す圧力誘起超伝導は、常圧下で示す構造相転移の消失と関連していることが明らかとなった。

[1] Y. Kamihara et al.， j. Am. Chem. Soc. 130 (2008) 3296. 

[2] S. Matsuishi et al.， j. Am. Chem. Soc. 130 (2008) 14428. 

[3] H. Okada et al.， Phys. Rev. B 81 (2010) 054507. 

[4] H. Okada et al.， j. Phys. Soc. jpn. 77 (2008) 113712. 

[5] K. Kuroki et al.， Phys. Rev. B 79 (2009) 224511. 

[6] H. Okada et al.， j. Phys. Soc. jpn. 78 (2009) 083709. 

注:必要に応じて，このページをご使用ください。
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下記のとおり報告いたします。

1 種目 |一位峨個人脚。/一般慨(共同附 /総合開 )注:該当する種目をOで囲んでください。

2 研究課題

界面張力変動現象の解明 ~新規誘導電流発生システムの構築に向けて~

3 研究目的

申請者は自己集積系コロイド科学の研究者であり、近年、油・水・石鹸による界面張力変動を利用して誘

導電流を発生させ、 2007年 9月 14日のフジサンケイビジネスアイ一面を「せっけん水で脱温暖化j と飾る

など注目を集めた。しかしながら、本現象の理学的解明はまだまだ未踏である。特に、石鹸による界面張力

変動が、界面を油側へ移動させるのか水側へ移動させるのかも明らかではない。本年度はまず、石鹸による

界面張力変動が界面をどのような動きへ導くのかを解明する。

4 研究概要

本年度の目標である界面張力変動現象の解明のために、①温度による張力変動現象変化の観察、②構成

物質(具体的にはニトロベンゼンならびにクロロベンゼン)による変動速度の違いに対する考察を行い、本現

象発現の理解に寄与することが出来た。なお、今年度は国際学会発表2件、圏内学会発表2件を行ったo

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

・研究代表者

-研究分担者(役割分担)

※ホームページ等での公開の(固・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は，理白書を添付して下さい。



部学理文名校科部

[実績報告書7-2] 

1陥:松下祥子

6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

本年度の目標である界面張力変動現象の解明のために、①温度による張力変動現象変化の観察、②構

成物質(具体的にはニトロベンゼンならびにクロロベンゼン)による変動速度の違いに対する考察を行

った。以下に、各研究成果について記すo

-温度による張力変動現象変化の観察

これまで、当研究室で使用していたローター系で、は実験パラメーターが多く、再現性に乏しいという問

題点があった。この問題を解決すべく、今回我々は、系のシンプル化を図るため 50mlシリンダーを使

用し、温度依存性にフォーカスを当て種々の実験を行ったo

水相として、蒸留水を用いて 11訓トリメチルステアリルアンモニウムクロリド(STA-Cl)水溶液を調

整した。油相はニトロベンゼンに3mMヨウ素を溶解させ、ヨウ化カリウムを飽和するまで加えた。ヨウ
化カリウムを完全に飽和させるため約 72時間静置し、 3mMヨウ素/飽和ヨウ化カリウムニトロベンゼ
ンを得た。

50 mlシリンダー(ISOLAB製)(DURAN製)に上記水相を 4ml加え、恒温槽(AS-ONE，LTB-125)で温度を
5度刻みで20tから 80tまで温度を変化させた。それぞれの水相温度に対して油相 4mlを加えたとき
の界面および 2相の挙動をデジタルカメラ (Panasonic，VDR-D310)で正面から撮影した。次に撮影した
動画データに対し、動画解析ソフト(CyberLink， Power director 5)を用いてスローモーション解析を
試みた。次に、クロム酸混液で洗浄したガラスシリンダーが界面白発運動にどのような影響を及ぼすか
検証した。なお、実験は全て室温で行った。

温度を上昇させたことで、今までの室温での測定に比べて自発運動が生じる確率は大きく向上し、安

定した自発運動が確認出来た。 55
0C以上の測定に関して再現率は 100犯であった。また全体な傾向として

温度上昇に伴って角速度が増大しているという結果を得た。またガラスシリンダーの酸洗浄による自発

運動性能の検証では、界面からは界面活性剤とヨウ素が結合した STA-Iと恩われる黄色の物質が生成さ

れていたのにも関わらず、油相滴下直後から回転運動は確認されず、しばらく静置しておいても油水界

面の微小振動のみしか起こらなかった。本結果より、ガラスシリンダーをアルカリ洗浄などでマイナス

チャージすることが自発運動を生じる要因になるという考察を得た。

本結果は今後、油水界面白発運動における工業的応用を考えたとき、再現性に関して有効な結果であ

ると考察する。

-構成物質(具体的にはニトロベンゼンならびにクロロベンゼン)による変動速度の違いに対する考察

本現象は使用可能物質について複数報告があるが、油相に関してはニトロベンゼンのみである。そこ

で我々は、油相として使用可能な材料を複数見出すことが本現象の本質をより理解するための手がかり

になると考え、ニトロベンゼンと溶液特性が類似しているクロロベンゼンに着目し、研究を行った。

水相として 1mMトりメチルステアリルアンモニウムクロリド (STA-Cl)水溶液、油相として 3mM

ヨウ素/飽和ヨウ化カリウムニトロベンゼン・クロロベンゼン混合溶液を用意した。なおこの際、ニト

ロベンゼン・クロロベンゼン混合比を所定の割合で変化させた。 90mmシャーレに水相を 40mL注ぎ、

円形の OHPシートを浮かべた。このシートには6mmX8 mmのPET板を吊るした切れ目部(15mmX8 mm) 

があり、この切れ目に油滴を約 0.5mL滴下した。以降、本シートをローターと表記する。この際、油

相のニトロベンゼンとクロロベンゼンの混合比を変え、ローターの回転速度を計測した。なお、実験の

様子はデジタルビデオカメラ (DC40，Cannon)で計測し、動画編集ソフト (PowerDirector5 Standard， 

Cyber Link)を用いて解析を行ったo また、油水界面の界面張力を界面張力測定装置(KURUSS製)を用い

てベンダントドロップ法にて測定した。全ての測定は室温で、行った。試薬は全て和光純薬工業株式会社
で購入した。
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研究結果(つづき)

本実験では、油滴がローターの吊り板を押す場合、時計回りとなる。しかしながらローターの回転方

向が時計回りと反時計回りの両回転が確認されたため、今回は時計回りのときのみの角速度を比較し

た。ニトロベンゼ、ンの混合率が 0-..25%の油滴では自発運動は見られなかった。しかし、ニトロベンゼ

ンの混合率が 38%を超えたところから油滴は自発運動をし、ローターの回転が確認され、角速度が混

合率により変化することが確認された。最大角速度はニトロベンゼ、ンの混合率が 65%，クロロベンゼ

ンの混合率が 35%のときであった。なお、ローターの回転方向が一意的でない理由については現在模

索中であるが、油滴のローターとの接触部が一因ではないかと予測される。この界面張力活性化がなぜ

生じるのかについて、界面張力、溶解度測定ならびに油水界面で生じる物質の構造体観察により検討し

た。

シリンジで水相中に油相を懸滴させ、この油水界面の張力を、自動接触角計(DSA20，KRUSS)を用い

てベンダントドロップ法で測定した。この際、油相のニトロベンゼン・クロロベンゼンの混合比を変え

た。溶解度は、ニトロベンゼンとクロロベンゼンをパイアル管にそれぞれ 10mL注ぎ、 STA-CI、12、

KIを微少ずつ混入した。臨界点付近になったら室温で 1週間放置する作業を 2度繰り返し、溶解の程

度を確認した。界面張力変動終了後の油相と水相をガラス基板に少量滴下し、偏光顕微鏡(MEIJI

TECHNO， ML9300)ならびに低真空走査電子顕微鏡(SEM)(KEYENCE， VE-9800/8800)にて観察し

た。

ベンダントドロップ法による界面張力測定の結果、ニトロベンゼン・クロロベンゼン混合比率変化に

より界面張力に差が生じることが確認されたが、油消の角速度と界面張力との明確な相互関係は確認さ

れなかった。しかし、ニトロベンゼ、ン混合率が高い場合においてのみ、油水界面に凝集体が生じること

が確認された。角速度測定の際、自発運動する油滴から水相へ乳白色の物質が帯状に伸びていることが

確認しており、上記凝集体と同一の物質であると考える。

文献によると、 STA-CI溶液は、常温でミセルである。一方、油相が含んでいる 1-と水相中の STA+

が反応して生成されたと考えられる STA-I溶液は、常温でゲ、ルで、ある[3]0溶解度測定実験の結果より

STA+はクロロベンゼ、ンには良く溶け、ニトロベンゼンには溶けにくいことが確認された。そのため、

ニトロベンゼ、ン高濃度下ではSTA-Iが水相側にゲ、ルとなって生じたと考えられる。一方、クロロベンゼ

ン高濃度下では、 STA+の油相への移動速度が速いために界面での STA-Iの生成がされず、可視サイズ

のゲ、ルは生じなかったのではないかと推察する。

ゲ、ルの網目構造は、 SEMによって観察することが可能である。今回の観察ではこの網目構造は確認

することができなかったものの、油滴の濃度変化とともに構造体の目立った変化がいくつか確認、され

た。この構造体の変化が見られた油滴の混合率と、角速度測定において角速度の向上が見られた油精の

混合率のポイントが一致していた。このことより、界面に生じる凝集体生成が張力変動に大きく関与し

ている可能性が示唆される。

注:必要に応じて，このページをご使用ください。
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日本大学総長殿
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下記のとおり報告いたします。

l 種目 I~鮒究(個人緋ゆ/一般研究(共同捌/総合研究

2 研究課題
脳海馬スライス内で放出される L-グルタミン酸濃度の評価法

平成22年4月 1日

菅原正雄 告彰
文理学部・教授

l注:該当する種目をOで囲んでください。

3 研究目的 晴乳類大脳中の輿密性神経伝達物質である L-グルタミン酸は、脳の発達、神経可塑性、

細胞死などに関わる主要なアミノ酸である。シナプス内あるいはシナプス外に放出されるグルタミン酸

濃度の上昇あるいは下降は、レセプターに作用して神経活動を引き起こすかどうかを決定する重要な役

割をもっ。本研究では、センサー応答とグルタミン酸濃度を関連づける手法について提示するとともに、

計測法の視点から、脳内、特に海馬の神経領野のグルタミン酸濃度の正しい値を示すことを目的とする。

4 研究概要本研究では、センサ一応答とグルタミン酸濃度を関連づける手法について提示するとと

もに、二つの異なるセンサー(酵素センサーと生体膜パッチセンサー)を用いて、スライス内Cintra-slice) 
とスライス外(extra-slice)のグルタミン酸濃度を測定し、計測法の視点、から、脳内、特に海馬の神経領

野のグルタミン酸濃度の正しい値を示すことを目指す。センサーの応答とグルタミン酸濃度とを関連づ

けるために、 insitu calibration法を提案、それらを用いて生きたマウス海馬スライス内のグルタミン

酸濃度を評価するD

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

・研究代表者

-研究分担者(役割分担)

※ホームページ等での公開の事否) 付れかをOで囲んでくだ机否の場合は理由腕添付して下さ仇
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6 研究結果(総合研究の研究代表者は.4，000字以上記入してください。)

研究代表者は、これまでに脳内のグ、ルタミン酸計測を対象とするキャピラリー酵素センサーと生体膜を用

いる生体膜グノレタミン酸センサーを開発してきた。これらのセンサーの原理および特徴は以下のようである。

(1)キャピラリー酵素センサー

著者らが開発した毛管作用を有するキャピラリーセンサーは、 先端径約 10仰のガラスキャピラリー内に

アスコルビン酸オキシダーゼを含む内部溶液をもち、内部電極として、グ‘ルタミン駿オキシダーゼ (GluOx)

とメディエーターを金電極、対極として白金被覆電極，および参照電極として銀一塩化銀電極が挿入されてい

る。センサー先端を脳組織に移植すると，アナライトの L-グルタミン酸は毛管作用および拡散により試料溶

液からセンサー内部へ導入される。内部溶液中で Lーグルタミン酸はGluOxの酵素反応により H202を生成する。
西洋わさびペルオキシダーゼ (HRP)ーオスミウム錯体高分子膜を修飾したメデイエーター型下地電極を用い

ることにより， 0 mV (vs. Ag!AgCl)において H20Zの還元電流に基づく電流応答が得られ，電流値の大きさは
Lーグ、ルタミン酸濃度と 1 1の関係にある。本センサーで、は細胞外グ、ルタミン酸濃度を計測できる[Anal.

Sci.19 (2003) 55Jo 
(2)生体膜グ、ルタミン酸センサー

グ、ルタミン酸受容体イオンチャネル (GluR)を含む生体膜をキャピラリー先端に切り取り，感応膜として

用いるパッチセンサーは，キャピラリー酵素センサーよりも小さく，急性脳スライスを化学刺激した際に放出

されるグ、ルタミン酸を特定領野内の微小領域で、検出で、きる[Anal.Biochem. 353 (2006) 83J。生体膜中のバ

イオ素子(受容体チャネノレ)を認識素子として用いる生体膜センサーは， nMレベルの生体物質に高感度に，

かつ特異的に応答する。多数個のGluRsを含む生体膜センサーは， nMレベルのクツレタミン酸を検知できる可

能性があり，さらに数十 msの応答時間が期待される。さらにそのサイズ(--1μm)は上述のキャピラリー

酵素センサーに比べて 10分の l程度である。しかし、本センサーは、浸演型のスライスを対象とするため、

目的とする神経領野の上部中のかん流溶液中に設置される。そのため、かん流溶液中に拡散したグルタミン

酸を計測する(スライス外グルタミン酸濃度)。
-40 

本研究では、それぞれのセンサーの応答とグルタミン酸濃度を関係づける 左剖

ために、キャピラリーセンサーについてはinsitu calibration法を検討したD Z-i: 
埋め込んだセンサーの極近傍に埋め込んだガラスキャピラリーを通じて既知 3・120
濃度のグルタミン酸を注入、センサ一応答を測定した。 CA3領野での応答例 4400 5 10 15 20 

と検量線を図 1に示す。 Time(min)

パッチセンサーでは、かん流溶液中の L-グルタミン酸濃度を変えることに
よって検量線を作成した。

まず、浸漬型及び界面型チャンパーに設置した海馬スライスについてキヤ 5;ト
ピラリー酵素センサーおよびパッチセンサーを用いて得られるク守ルタミン酸 E 20 
濃度の確度を示すために両方法による結果の比較を行った。 TEA刺激につい 笥 10

ての神経領野CA1での結果をまとめると次の様になる。

b 
50 

o 
o 3 6 9 12 

(0埋め込み(implanted)キャピラリー酵素センサーで得られる濃度はス [句協rnateJ(州}

ライス外 (extra-slice)濃度より高くなる。また、スライス外濃 図1 検量線

度は、細胞外濃度を反映する。

(ii) 両センサーを用いて得られたスライス外グルタミン酸濃度の時間変化は同じパターンを示し，同じ

値となる。

すなわち，いずれの方法によってもグ、ルタミン酸濃度の時空間分布を正しく測定できることが分かつた。

次に、これらのセンサーを用いて塩化テトラエチルアンモニウム (TEA)刺激および KCl刺激下で海馬

神経領野 CAlから放出されるグ、ルタミン酸をモニターした。すでに公表したデータlAnalBiochem.383 
(2005) 660; Anal. Sci. 25 (2009) 353]を含めて整理した結果をTable1に示す。

(a) TEA刺激 カリウムチャネル阻害剤である TEAは、化学的長期増強現象を引き起こすことが知られてい

る。 TEA刺激下で，マウス海馬スライスに移植したキャピラリー酵素センサーによりモニターした細胞外
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研究結果(つづき)

Lーグ、ルタミン酸濃度は神経領野に依存して， DG> CA3>CAlの序列となった。この序列は，下記の KCl脱分

極刺激の結果と類似している。

(b)塩化カリウム刺激

塩化カリウム (KC1 )刺激は細胞の脱分極を引き起こす。 KC1刺激により放出されるグルタミン酸の細

胞外濃度は，神経領野に依存して， DG(22μM)が最も高く， CA3とCAlでは4μM程度と低くなった。これ

は，シナプスで放出されたグ、ルタミン酸を回収するグリア細胞に存在するグルタミン酸トランスボーター

の働きが CA3とCAlで活発なためと推定される。酵素分子膜イメージングにより， トランスポーターの阻

害剤DL-TBOAの共存化でKCl刺激を行うと， L-グ、ルタミン酸フラックスの序列はCAl> CA3 > DGとなり，

CA3とCAlではトランスポーターの働きが強いことが L-グ、ルタミン酸の放出量から示された。

(c)虚血刺激

虚血刺激によって放出される Lーグルタミン酸の濃度を海馬スライス内の領野ごとに連続的に測定，定量す

ることを以前試みた。本研究では、酵素膜イメージング法との比較を行った。虚血とは，無グルコース低酸

素状態のことで，虚血に曝された脳の海馬内では， L-グ‘ルタミン酸濃度の著しい上昇が見られ，それが引き

金となってその後に大量の神経細胞死が起こることから，脳疾患のモデ、ルとして注目されている。また，そ

の神経細胞死の程度が，海馬内でも領域(領野)ごとに大きく異なることから，虚血海馬中での Lーグ、ルタミ

ン酸濃度を領野ごとに定量することが細胞死の分子機構を知る上で重要と考えられている。マウス脳より海

馬スライスを作成し，海馬中の CAl，CA3， DG領野にセンサーを置き，虚血刺激を与えた。その結果，全て

の領域において，刺激後数分から L-グ、ルタミン酸の応答が観測され，その後も増加を続けた。しかし，その

放出パターンは領野によって異なり，また虚血刺激後8分における Lーグルタミン酸の濃度は， CA3 >CAl > 

DGの序列であった。この序列は GluOx-HRP酵素膜によるイメージング法および酵素分子膜イメージング法

[Anal Biochem. 385 (2009) 326Jによって得た虚血海馬スライス中の L-グルタミン酸フラックスの序列 (CA3

ぉ CAl> DG) とほぼ一致した。両方法の序列が一致することは方法論の観点から重要である。

Table 1 Regional distribution of extacellular and extra-slice L-glutamate level in acute hippocampal slices 

Stimulation Subfield (concentration，μM) Method 

Extrace/lul，αr 

KCI (0. 1M) DO(22μM) > CA3 (4.1μM) -CAI (4.0μM) Capillary sensor 

TEA(25 mM) 00(20μM)> CA3 (7.5μM)-CAl (6.0μM) Capillary sensor 

Ee.l:tra-slice 

GABA (25μM) CAl(1.5μM) > CA3 (below detection Iimit) Patch sensor 

Bicuculline CAl (0.2 ~lM) 

ischemia CA3 (60μM) -CAl (47μM) > DO(20μM) Capil1ary sensor 

上述の成果の一部はすでに公表、残りは 2010年 3月日本化学会年会第 90春季年会(大阪)で口頭発表

し、さらに学術論文として公表のため現在取りまとめ中である。

注:必要に応じて，このページをご使用ください。
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所属・資格

下記のとおり報告いたします。

1 種目|一伽究(個人脚色/一般研究(共同附/総合概

2 研究課題

深海における有用遺伝子の多様性解析

3 研究目的

平成22年4月1日

為我井秀行 f議)

文理学部・准教授

|注:該当する種目をOで囲んでください。

深海環境DNAから PCRによってアミノグリコシド抗生物質生合成酵素遺伝子を探索することにより、

未利用遺伝子資源の開拓へ向けたアプローチを展開する。

4 研究概要

さまざまな深海サンプルから土壌を採取し、微生物を単離することなく直接 DNAを抽出し、 PCR法に

よってアミノグリコシド生合成に関与する酵素遺伝子を取得する。これらの配列を解析することによっ

て、自然界におけるアミノグリコシド生産菌の分布を調べる。また遺伝子配列を元にした系統樹作成な

どの手法により、アミノグリコシド生合成遺伝子の多様性に関して研究を行う。さらに興味深い遺伝子

が得られた土壌から生産菌の単離を目指す。

5 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

※ホームページ等での公聞の(固・否) いずれかをOで囲んでください。杏の場合は.理由書を添付して下さい。
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6 研究結果(総合研究の研究代表者は， 4，000字以上記入してください。)

釧路沖海底(深度約 1，200m)の海底から採取した底泥から抽出したDNAを鋳型とし、 PCRによってア

ミノグリコシド生合成に関与する糖質環化酵素をコードすると思われる遺伝子断片を探索した。その結

果、 19種のDNA断片を取得することができた。今回見いだされた遺伝子配列の多様性は、これまでの研

究において陸上環境DNAから見いだされた同種の遺伝子に比べて非常に低かったo このことから、自然

界におけるアミノグリコシド生産菌の分布には偏りがあることが考えられた。またほとんどの遺伝子は

すでにアミノグリコシド生産菌から単敵された遺伝子と高い相向性を示したが、系統樹上で既知の配列

とは異なった位置に出現する遺伝子も見いだされた。これは深海特有のアミノグリコシド生産菌の存在

を示唆するものである。

本研究では、これまでの研究において生合成遺伝子の中の一つであるアミノ基転移酵素が見いだされ

ている深海土壊サンプルから抽出したDNAを探索の対象とした。しかし糖質環化酵素遺伝子は見いださ

れたものと見いだされなかったものが存在した。アミノグリコシド抗生物質は非糖部であるアミノサイ

クリトールに対するアミノ糖の配当体であるが、 myo-イノシトール由来の非糖部を持つものと 2-デオキ
シストレプタミン由来の非糖部を持つものの2種に大別される。アミノ基転移酵素は両方のアミノグリ

コシド生合成系に共通であるのに対し、糖質環化酵素は後者のグループの生合成にのみ関与する。両方

の遺伝子が見いだされた土壌には後者、アミノ基転移酵素遺伝子のみ見いだされた土壌には前者の生産

菌が存在している可能性が考えられる。今回の結果、およびこれまでの研究から、どのような菌がその

環境に存在するのかを調べるためには両方の酵素遺伝子の解析が有効であることを示すことができた。

今回の研究では生産菌の単離までは至らなかったが、今後に向けての手がかりを気づくことができた。

さらに研究を進めることにより、未利用生物資源、の有効活用に向けての展望が開けるものと期待され

る。

本研究の成果は平成21年 12月に国際学術雑誌に投稿し、平成22年2月に採択となったo またその一

部は平成21年 11月に第5回いわて海洋バイオテクノロジー研究会公開セミナーで、招待講演として発

表した。
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